
令和４年度 第２回草津市国民健康保険運営協議会 会議録 

日時 令和４年１２月２２日（木）午後２時００分～午後３時４５分 

場所 草津市立アミカホール ２階研修室 

出席委員 

公 益 代 表：山本 正行委員  中島 直樹委員 

          田中 くみ子委員 木村 幸代委員 

被 保 険 者 代 表：宇野 満壽美委員   

保険医・薬剤師代表：関川 浩嘉委員  吉﨑 健委員 大迫 翔平委員   

被 用 者 保 険 代 表：宇野 育男委員  西田 毅委員 

事務局       永池健康福祉部長 田中健康福祉部副部長 

井上総務部副部長 堀江保険年金課長 

山田税務課長   大隅保険年金課係長 

 

 

【部長挨拶】 

健康福祉部の永池でございます。 

委員の皆様には、日頃から市政の運営にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申しあげます。 

この度は年末の大変ご多用の中、令和４年度第２回目の「草津市国民健康保険運営協議会」

にご出席いただき、誠にありがとうございます。 

さて、新型コロナウイルスの感染者数が多い状況が続いており、年末年始にかけて人の移

動も多くなりますことから、未だ予断を許す状況ではありません。委員の皆様におかれまし

ても、それぞれのお立場で感染予防、感染症対策に御尽力をいただいておりますことについ

て、改めて感謝申し上げます。 

 本日は、令和５年度の「仮係数による納付金算定」と「国民健康保険事業の運営」につき

ましてご審議いただきたいと考えております。 

委員の皆様のご意見を賜りながら、国民健康保険事業の適正な運営を図ってまいりたい

と考えておりますので、忌憚のないご意見・ご提言を賜りますようお願い申し上げまして、

私の御挨拶とさせていただきます。 

 

 

＜審議事項＞ 

仮係数による納付金の算定等について 

【事務局】・・・資料１に基づき説明 

 

【会長】 

仮係数による納付金の算定等について説明いただきました。令和５年度の草津市の納付



金は、約３２億５百万円とのことです。 

また、１１月２５日に県から示された仮算定による標準保険料率によると、１世帯あたり

の保険税賦課額は、現行税率より１８．７％増になるという結果が示されているとのことあ

り、この結果を踏まえて、次の議題である「草津市国民健康保険事業の運営について」の中

で、本市の令和５年度の国保税率についての事務局案を示されるということです。 

それでは、ただ今の説明について、ご意見や、ご質問があればお願いいたします。 

 

【委員】 

県への納付金が増額となるということは医療費が増加しているとのことだと思いますが、

医療現場においてはコロナによる費用は増加しているものの、通常の診察に係る費用は減

っている。医療費の動向としてどのような見込みを持っているのか教えてほしい。 

 

【事務局】 

医療費の動向につきましては、コロナの感染拡大に伴って令和２年度は大幅な減少とな

りましたが、令和３年度はコロナ禍前の水準まで戻りつつある状況でした。 

過去の医療費実績から年３％ほどの医療費の伸びを見込んでおりまして、今年度の前半

は、レセプトの件数ベースではありますが、県全体として増加傾向であります。 

令和５年度の納付金につきましては、令和２年度のコロナの影響を除き、過去の医療費の

伸びを加味した推計、被保険者数と被保険者の所得水準の推移をもとに算定されたところ

です。 

 

【委員】 

コロナの治療に係る医療費は伸びており、国の公費負担が手厚いが、他の疾病の病院受診

は減っている。そのような状況を加味して医療費の推計をされているということでよいか。 

 

【事務局】 

令和３年度の医療費については、コロナ禍ではありますが他の疾病の医療受診の状況も

加味されていると頃でございます。 

 

【委員】 

医療費とは一人当たりのことか総額かどちらか。 

 

【事務局】 

一人あたり医療費のことです。 

総医療費の被保険者数は、社会保険の適用拡大や後期高齢者への移行などにより減少し

ておりまして、増加傾向であります一人あたり医療費を乗じると、総額としても増加傾向を



示しています。 

 

【会長】 

１８．７％の増加とのことですが、将来の見通しが立てにくいと思うが、今後どのように

推移すると考えているのか。 

 

【事務局】 

後期高齢者医療支援金分につきましては、団塊の世代の後期高齢者への移行もあり大幅

な伸びとなりました。今後の見込みにつきましても県としても見通しが立てにくいとのこ

とではありましたが、国において現役世代と高齢世代の負担の在り方の見直しをされてい

ることから、注意深く見守る必要があると考えております。 

なお、県においては、今回のような急激な伸びとならないような仕組みが必要と認識され

ており、標準保険料率・納付金の平準化に資する仕組みの導入を検討されています。 

 

 

＜審議事項＞ 

令和５年度草津市国民健康保険事業の運営について 

【事務局】・・・資料２に基づき説明 

 

【委員】 

過去に国保財政が赤字となったことはあるのか。 

 

【事務局】 

記憶にはなりますが、１０数年前に赤字になったことがあると聞き及んでおります。 

 

 

３．その他 健康増進計画等策定業務および会議等の位置付けについて 

【事務局】・・・資料３に基づき説明 

【会長】 

御意見・御質問はあるでしょうか。無いようですので、これで質疑を終了させていただき

たいと思います。御審議賜りました議題につきましては、草津市国民健康保険条例施行規則

第５条第７項に基づき、審議結果を取りまとめいたしまして、市長に報告したいと考えてお

ります。 

それでは、長時間にわたりまして、御審議賜りありがとうございました。 

本日の運営協議会をこれで閉じさせていただきます。ありがとうございました。 


